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本
誌
編
集
部

架
橋
離
島
と
小
規
模
離
島
の
い
ま
②

広
島
県
呉
市
の
島
（々
後
篇
）

調
報
査
告

前
号
に
引
き
続
き
、
本
財
団
が
令
和
五
年

七
月
一
〇
日
か
ら
一
三
日
に
か
け
て
実
施
し

た
広
島
県
呉
市
の
島
々
（
小
規
模
離
島
お
よ
び

架
橋
島
）
の
調
査
結
果
を
報
告
す
る
。
本
稿

（
後
篇
）
で
は
、
本
土
と
の
架
橋
後
、
離
島
振

興
法
に
基
づ
く
離
島
指
定
解
除
と
な
っ
た
下し

も

蒲か
ま

刈が
り

島じ
ま

（
一
二
八
八
人
、
令
和
二
年
国
勢
調
査
）・

上
蒲
刈
島（
一
四
二
三
人
）・豊と
よ

島し
ま（

九
二
一
人
）・

大
崎
下
島
（
一
七
四
八
人
）
の
現
状
に
つ
い
て

概
括
す
る
（
前
二
島
が
七
月
一
一
日
、
後
二
島
が

一
二
日
時
点
）。

�

下
蒲
刈
島
・
上
蒲
刈
島�

―
安
芸
灘
と
び
し
ま
海
道
の
玄
関
口

農
業
の
継
承
と
島
内
観
光
の
推
進

安
芸
灘
大
橋
は
、
平
成
一
二
年
一
月
に
開

通
し
た
呉
市
本
土
と
下
蒲
刈
島
を
結
ぶ
有
料

橋
（
車
両
の
通
行
の
み
。
歩
行
者
は
無
料
）
で
あ

る
。
下
蒲
刈
島
と
上
蒲
刈
島
の
間
は
、
昭
和

五
四
年
に
蒲
刈
大
橋
に
よ
り
結
ば
れ
て
い
た

た
め
、安
芸
灘
大
橋
の
供
用
開
始
に
よ
り
、両

島
は
平
成
一
三
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
、
離

島
振
興
法
に
基
づ
く
離
島
振
興
対
策
実
施
地

域
の
指
定
を
解
除
さ
れ
て
い
る
。

安
芸
灘
と
び
し
ま
海
道
の
玄
関
口
で
あ
る

下
蒲
刈
島
は
、
下し

も

島じ
ま

・
三さ

ん

之の

瀬せ

・
大お

お

地じ

蔵ぞ
う

の

三
集
落
か
ら
な
る
。
中
心
部
で
あ
る
三
之
瀬

地
区
は
、
離
島
振
興
事
業
な
ど
も
活
用
し
た

「
ガ
ー
デ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
（
全
島
庭
園

化
）」
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
、石
畳
の
県
道
と

住
民
の
手
に
よ
り
植
樹
さ
れ
た
松
が
立
ち
並

ぶ
、
独
特
な
景
観
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
島

で
は
、
柑
橘
栽
培
を
主
体
と
す
る
農
業
や
漁

業
が
営
ま
れ
て
い
る
が
、
と
も
に
小
規
模
兼

航路
橋

下蒲刈島

情島

上蒲刈島

豊島

斎島

三角島

大崎下島

大崎上島呉市

広島県

愛
媛
県

岡村島
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業
が
多
く
、
専
業
で
生
計
を
維
持
し
て
い
る

生
産
者
は
少
な
い
。
呉
市
下
蒲
刈
市
民
セ
ン

タ
ー
の
黒
神
千
恵
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
る
と

「
農
業
、
漁
業
と
も
担
い
手
不
足
は
深
刻
だ
。

た
だ
、
最
近
は
比
較
的
若
い
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者

が
入
っ
て
き
て
お
り
、
カ
フ
ェ
を
併
設
し
た

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
観
光
農
園
設
立
な
ど
の
動

き
も
み
ら
れ
る
。
一
方
で
、
地
元
の
漁
業
者

の
中
に
は
、
ワ
カ
メ
養
殖
に
切
り
替
え
た
り
、

バ
ナ
メ
イ
エ
ビ
の
屋
内
養
殖
を
事
業
化
す
る

な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み
も
出
て
き
て
い

る
」
と
い
う
。
安
芸
灘
大
橋
開
通
後
、
島
外

か
ら
の
集
客
を
担
っ
て
き
た
の
は
、
蘭ら

ん

島と
う

閣か
く

美
術
館
や
松し

ょ
う

濤と
う

園え
ん

を
中
心
と
し
た
文
化
施
設

群
や
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
、「
梶
ヶ
浜
海
水
浴
場
に
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
民
間
の
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
施
設
が
営
業
を
始
め
た
。
安
芸
灘
諸

島
の
玄
関
口
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
新
た
な
時
代
の
ニ
ー
ズ
を

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
で
き
る
か
が
今

後
の
鍵
と
な
る
」
と
、
黒
神
セ
ン

タ
ー
長
は
強
調
す
る
。

七な
な

国く
に

見み

山（
四
五
七
メ
ー
ト
ル
）を

中
心
に
東
西
に
長
い
地
形
の
上
蒲

刈
島
は
、
大
浦
・
田た

戸ど

・
宮み

や

盛ざ
か
り

・

向む
か
い

の
四
集
落
か
ら
な
る
。
隣
の
下

蒲
刈
島
と
同
様
に
柑
橘
栽
培
を
主

体
と
す
る
農
業
が
営
ま
れ
て
お
り
、

特
に
ス
モ
モ
の
生
産
は
、
県
内
生

産
量
の
五
割
以
上
を
占
め
県
下
一

位
を
誇
る
。
一
本
釣
り
や
刺
し
網
、
タ
コ
ツ

ボ
漁
な
ど
の
漁
業
も
み
ら
れ
る
が
従
事
者
の

高
齢
化
や
漁
獲
量
の
減
少
に
よ
り
、
後
継
者

不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
ほ
か「
日

本
の
水
浴
場
五
五
選
」
や
「
日
本
の
快
水
浴

場
百
選
」
に
選
定
さ
れ
た
「
県
民
の
浜
」
に

は
、
宿
泊
・
研
修
施
設
や
天
体
観
測
館
、
古

代
製
塩
遺
跡
復
元
展
示
館
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

黒神千恵下蒲刈市民センター長。

下
蒲
刈
島
・
上
蒲
刈
島
・
豊
島
・
大
崎
下
島
に

関
す
る
年
表

昭
和
54
年
10
月
　�

蒲
刈
大
橋
開
通（
下
蒲
刈
島
～
上
蒲
刈
島
）

平
成
4
年
11
月
　��

豊
浜
大
橋
開
通（
豊
島
～
大
崎
下
島
）

　
　
7
年
8
月
　�

平
羅
橋
開
通
（
大
崎
下
島
～
平
羅
島
）
、岡

村
大
橋
開
通（
中
ノ
島
～
岡
村
島
）

　
　
10
年
10
月
　�

中
の
瀬
戸
大
橋
開
通
（
平
羅
島
～
中
ノ

島
）

　
　
12
年
1
月
　�

安
芸
灘
大
橋
開
通
（
呉
市
本
土
～
下
蒲
刈

島
、車
の
通
行
は
有
料
）

　
　
13
年
4
月
　�

下
蒲
刈
島
・
上
蒲
刈
島
が
離
島
振
興

法
に
基
づ
く
離
島
指
定
解
除

　
　
15
年
4
月
　�

下
蒲
刈
町
が
呉
市
に
編
入

　
　
17
年
3
月
　�

蒲
刈
町
・
豊
浜
町
・
豊
町
が
呉
市
に

編
入

　
　
20
年
11
月
　�

豊
島
大
橋
開
通（
上
蒲
刈
島
～
豊
島
）

　
　
22
年
4
月
　�

豊
島
・
大
崎
下
島
・
岡
村
島
（
愛
媛
県
）

が
離
島
振
興
法
に
基
づ
く
離
島
指
定

解
除
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な
ど
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
自
然
体
験
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
と
し
て
、
修
学
旅
行

生
を
は
じ
め
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

呉
市
蒲
刈
市
民
セ
ン
タ
ー
の
狭
間
泰
成
セ
ン

タ
ー
長
は
「
近
年
、
ツ
ー
リ
ン
グ
や
ロ
ー
ド

バ
イ
ク
で
訪
れ
る
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
市
内
や
近
隣
か
ら
の

来
島
者
は
多
く
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
さ
れ
て
い
る
。
光
フ
ァ
イ
バ
が
整
備
さ
れ

た
の
で
、
県
民
の
浜
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
に
よ
る
移

住
定
住
な
ど
の
展
開
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
を

架
橋
に
よ
り
本
土
と
の
常
時
交
通
が
確
保

さ
れ
た
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
両
島
か

ら
共
通
し
て
あ
げ
ら
れ
た
の
は
「
船
の
運
航

に
左
右
さ
れ
な
い
往
来
が
可
能
」
と
な
っ
た

点
で
あ
る
。
特
に
消
防
や
救
急
な
ど
の
緊
急

事
案
に
対
し
、
広
域
的
に
対
応
で
き
る
こ
と

に
な
っ
た
利
点
が
大
き
い
と
い
う
。

一
方
、
い
つ
で
も
帰
っ
て
来
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
若
い
世
代
を
中
心
に
転
出

が
増
加
。
下
蒲
刈
島
の
ケ
ー
ス
で
は
、
架
橋

前
（
平
成
二
年
～
七
年
）
に
は
八
パ
ー
セ
ン
ト

ほ
ど
だ
っ
た
五
年
ご
と
の
人
口
減
少
率
が
、

架
橋
後
（
平
成
一
二
年
～
令
和
四
年
）
は
一
三
～

一
四
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。
黒

神
下
蒲
刈
市
民
セ
ン
タ
ー
長
は
「
そ
れ
ま
で

の
若
者
の
転
出
傾
向
や
少
子
高
齢
化
に
、
学

校
の
統
廃
合
や
医
療
施
設
の
縮
小
が
拍
車
を

か
け
た
の
で
は
な
い
か
」
と
推
測
す
る
。
ま

た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
と
い
う
点

で
は
、「
船
で
通
勤
・
通
学
し
て
い
た
時
は
、

港
が
地
元
の
人
々
の
交
流
の
場
に
な
っ
て
い

た
が
、
車
が
メ
イ
ン
に
な
っ
た
の
で
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
疎
遠
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
そ
の
課
題
を
、
行
政
を
含
め
地
域
全
体

で
解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」と
話
す
。こ

れ
は
上
蒲
刈
島
で
も
同
様
で
、
狭
間
蒲
刈
市

民
セ
ン
タ
ー
長
は
「
人
口
減
少
や
高
齢
化
が

進
み
自
治
会
組
織
の
維
持
や
地
域
行
事
、
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

加
え
て
、
空
き
家
や
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
、
不

審
者
が
増
え
た
」
と
、
島
の
景
観
保
全
や
防

犯
面
に
つ
い
て
も
課
題
と
し
て
あ
げ
た
。
加

え
て
、
買
い
物
な
ど
を
本
土
側
で
行
な
う
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
ま
で
島
内
に
あ
っ

た
ス
ー
パ
ー
や
商
店
の
閉
店
な
ど
も
起
こ
っ

て
い
る
。

狭間泰成蒲刈市民センター長（奥）と國實�陵副センター長。
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も
あ
り
、
島
内
を
巡
る
生
活
バ
ス
を
含
め
て

改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

豊
島
・
大
崎
下
島�

―
架
橋
に
よ
り
生
活
圏
が
変
化

地
場
産
業
の
活
性
化
と
移
住
者
の
受
け
入
れ

上
蒲
刈
島
の
東
側
に
位
置
す
る
の
が
豊
島

と
大
崎
下
島
で
あ
る
。
こ
の
二
島
は
、

平
成
四
年
一
一
月
に
豊
浜
大
橋
で
結

ば
れ
、
さ
ら
に
同
二
〇
年
一
一
月
に

豊
島
～
上
蒲
刈
島
間
の
豊
島
大
橋
が

開
通
し
た
こ
と
で
、
安
芸
灘
大
橋
を

経
由
し
て
本
土
と
の
常
時
交
通
が
確

保
さ
れ
た
た
め
、
同
二
二
年
三
月
末

日
を
も
っ
て
離
島
振
興
対
策
実
施
地

域
の
指
定
を
解
除
さ
れ
た（
大
崎
下
島

と
つ
な
が
る
愛
媛
県
今
治
市
岡
村
島
も
同

時
期
に
指
定
解
除
）。

豊
島
は
、
高
雄
山
（
三
一
七
メ
ー
ト

ル
）
を
中
心
に
お
椀
の
よ
う
な
形
を

し
て
お
り
、
島
の
東
側
に
集
落
が
集

中
し
て
い
る
。
県
内
屈
指
の
漁
業
の
島
と
し

て
栄
え
、
特
に
近
海
で
獲
れ
る
タ
チ
ウ
オ
は
、

令
和
元
年
に
「
豊
島
タ
チ
ウ
オ
」
と
し
て
Ｇ

Ｉ
（
地
理
的
表
示
保
護
制
度
）
に
登
録
さ
れ
る
ほ

ど
の
高
品
質
を
誇
る
。
し
か
し
、
近
年
は
漁

獲
量
が
減
少
、
若
い
就
業
希
望
者
も
い
た
が
、

不
漁
の
た
め
従
事
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

呉
市
豊
浜
市
民
セ
ン
タ
ー
の
竹
内
和か

ず

穂ほ

セ
ン

下
蒲
刈
島
も
上
蒲
刈
島
も
就
業
人
口
の
か

な
り
の
割
合
が
本
土
側
へ
通
勤
し
て
い
る
と

い
う
。
ま
た
、
呉
市
街
の
大
き
な
病
院
や
学

校
へ
通
院
・
通
学
す
る
住
民
も
多
い
。
そ
こ

で
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
安
芸
灘
大

橋
の
通
行
料
と
車
を
運
転
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
交
通
弱
者
へ
の
対
応
で
あ
る
。
前
者
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
普
通
自
動
車
の
通
行
料

は
一
回
当
た
り
七
三
〇
円
だ
が
、
百
回
分
の

通
行
券
綴
り
が
一
冊
三
万
一
四
二
〇
円
で
販

売
さ
れ
て
い
る
。
呉
市
で
は
、
安
芸
灘
地
域

の
住
民
で
、
出
産
予
定
者
や
二
九
歳
以
下
の

若
者
が
い
る
世
帯
に
対
し
、
一
冊
当
た
り
一

万
円
の
購
入
助
成
（
該
当
者
一
人
目
に
つ
い
て

は
、
年
三
冊
ま
で
助
成
。
二
人
目
以
降
は
一
冊
ず
つ

追
加
）
を
行
な
い
、
住
民
生
活
を
支
援
し
て

い
る
が
、
住
民
か
ら
の
通
行
料
無
料
化
の
要

望
は
大
き
い
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
安
芸
灘

地
域
と
本
土
を
結
ぶ
路
線
バ
ス
を
運
行
し
、

「
敬
老
い
き
い
き
パ
ス
（
七
〇
歳
以
上
）」
の
交

付
を
受
け
て
い
れ
ば
一
乗
車
一
〇
〇
円
で
利

用
で
き
る
も
の
の
、
路
線
経
路
な
ど
の
制
約

竹内和穂豊浜市民センター長。
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タ
ー
長
は
「
ヒ
ジ
キ
や
レ
モ
ン
な
ど
の
半
農

半
漁
の
生
産
で
収
入
の
生
計
の
維
持
を
図
る

漁
師
も
い
る
」
と
話
す
。
ま
た
、
島
の
西
側

で
は
ミ
カ
ン
な
ど
の
柑
橘
栽
培
が
行
な
わ
れ

て
い
る
が
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
獣
害
被
害
に

悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
呉
市
内
で
も
高
齢
化
率

の
高
い
豊
島
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
も

課
題
の
一
つ
。
竹
内
セ
ン
タ
ー
長
は
「
光
フ

ァ
イ
バ
が
整
備
さ
れ
た
の
で
、
ま
ず
は
豊
島

か
ら
船
で
し
か
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
斎い

つ
き

島し
ま

の
集
会
所
な
ど
で
リ
モ
ー
ト
診
療
を
行
な
え

る
よ
う
に
し
た
い
。
定
年
後
に
島
に
帰
っ
て

く
る
方
も
出
て
き
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

風
待
ち
・
潮
待
ち
の
港
と
し
て
栄
え
た
御み

手た

洗ら
い

の
街
並
み
（
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
）
で
知
ら
れ
、
最
近
で
は
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

で
国
際
長
編
映
画
賞
を
受
賞
し
た
映
画
『
ド

ラ
イ
ブ
・
マ
イ
・
カ
ー
』
の
ロ
ケ
地
と
し
て

も
脚
光
を
浴
び
た
大
崎
下
島
。
地
形
は
急
峻

だ
が
、
そ
の
斜
面
を
利
用
し
た
ミ
カ
ン
栽
培

が
盛
ん
で
、「
大お

お

長ち
ょ
う

ミ
カ
ン
」
は
ト
ッ
プ
ブ
ラ

ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
平
成
二
一
年
に

は
「
大
長
レ
モ
ン
」
も
商
標
登
録
、
県
内
で

も
有
数
の
レ
モ
ン
生
産
量
を
誇
る
。
呉
市
豊ゆ

た
か

市
民
セ
ン
タ
ー
の
大
亀
征
則
セ
ン
タ
ー
長
は

「
豊
町
の
産
業
は
ミ
カ
ン
と
レ
モ
ン
で
も
っ

て
い
る
状
態
。
減
農
薬
の
レ
モ
ン
栽
培
な
ど

付
加
価
値
化
の
取
り
組
み
も
み
ら
れ
る
。
ほ

か
に
基
幹
産
業
が
な
く
、
働
き
場
が
な
い
の

が
課
題
」
だ
と
話
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
御

手
洗
地
区
や
久く

比び

地
区
を
中
心
に
若
い
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
者
が
宿
や
食
堂
、
介
護
事
業
所
の
運

営
な
ど
に
取
り
組
む
事
例
も
生
ま
れ
は
じ
め

て
い
る
と
い
う
。「
移
住
希
望
者
が
い
て
も
空

き
家
が
少
な
い
。
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す

る
と
す
ぐ
に
な
く
な
る
状
態
」
と
、
大
亀
セ

ン
タ
ー
長
は
地
元
側
の
受
け
入
れ
態
勢
の
課

題
を
口
に
し
た
。

安
芸
灘
大
橋
は
生
活
道
路

豊
島
と
大
崎
下
島
で
も
、
架
橋
の
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
前
述

の
二
島
と
同
じ
く
船
の
時
間
を
気
に
す
る
こ

と
の
な
い
往
来
が
可
能
と
な
っ
た
点
で
あ
る
。

大
亀
豊
市
民
セ
ン
タ
ー
長
は
「
船
だ
け
だ
と

生
活
の
幅
が
狭
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
早
く

橋
が
掛
か
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
た
。
い

ま
は
二
四
時
間
い
つ
で
も
帰
れ
る
の
で
あ
り

が
た
い
」
と
話
す
。

最
近
、
御
手
洗
地
区
を
中
心
に
サ
イ
ク
リ

ス
ト
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
観

光
客
が
増
え
て
お
り
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
職

大亀征則豊市民センター長。
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員
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
も
ガ
イ
ド
を

務
め
、
島
内
を
案
内
し
て
い
る
と
い
う
。
令

和
五
年
四
月
に
光
フ
ァ
イ
バ
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
今
後
、
さ
ら

な
る
来
島
者
の
獲
得
を
図
る
。

両
島
に
お
け
る
架
橋
後
の
大
き
な
変
化
は
、

生
活
圏
が
竹
原
や
今
治
か
ら
呉
へ
移
っ
た
こ

と
だ
ろ
う
。「
か
つ
て
住
民
の
生
活
圏
は
、船

で
結
ば
れ
て
い
た
地
域
だ
っ
た
。
橋
が
架
か

り
航
路
が
廃
止
や
減
便
と
な
っ
た
こ
と
で
、

そ
れ
が
呉
へ
と
変
わ
っ
た
。
い
ま
で
は
通
勤

や
通
院
、
買
い
物
な
ど
を
呉
に
求
め
る
人
が

大
半
。
島
内
の
店
も
減
少
し
た
（
大
亀
豊
市
民

セ
ン
タ
ー
長
）」
と
い
う
。
住
民
か
ら
は
「
い

ま
や
安
芸
灘
大
橋
は
生
活
道
路
な
の
だ
か
ら
、

無
料
に
す
べ
き
」
と
の
声
が
大
き
い
。
ま
た
、

本
土
ま
で
の
距
離
が
遠
い
こ
と
も
課
題
と
し

て
あ
げ
ら
れ
た
。
竹
内
豊
浜
市
民
セ
ン
タ
ー

長
は
「
路
線
バ
ス
の
利
用
者
は
高
齢
者
が
多

い
。
本
土
ま
で
長
距
離
・
長
時
間
の
乗
車
と

な
り
ト
イ
レ
に
行
け
ず
困
っ
て
い
る
」
と
指

摘
し
た
。

が
そ
の
ま
ま
当
該
地
域
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に

つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。

学
校
や
診
療
所
の
統
廃
合
な
ど
に
よ
る
人
口

減
や
少
子
高
齢
化
の
加
速
、
経
済
圏
の
変
化

に
よ
る
地
元
商
店
の
閉
店・撤
退
な
ど
は
、中

長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
は
じ
め
て
把
握
可

能
な
架
橋
の
影
響
だ
ろ
う
。
現
行
の
離
島
振

興
法
に
お
い
て
「
離
島
と
本
土
等
の
間
の
架

橋
が
整
備
さ
れ
た
際
に
は
、
当
該
地
域
の
実

情
に
配
慮
し
つ
つ
、
離
島
振
興
対
策
実
施
地

域
の
指
定
が
直
ち
に
解
除
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
同
地
域
の
指
定
解
除
基
準
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
こ
と
」
が
附
帯
決
議
さ
れ
て
い

る
。
現
在
、（
基
本
的
に
）
架
橋
の
次
年
度
に

限
り
準
備
に
あ
て
る
た
め
指
定
解
除
の
猶
予

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
架
橋
の
影
響
が
離
島

に
表
れ
は
じ
め
る
時
期
や
そ
の
度
合
い
な
ど

を
過
去
の
事
例
か
ら
検
討
す
る
こ
と
で
、
猶

予
期
間
の
延
長
な
ど
地
域
の
実
情
に
即
し
た

柔
軟
な
対
応
も
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

�

（
小
山
田
・
森
田
）

地
域
の
実
情
に
即
し
た

柔
軟
な
対
応
を

以
上
、
呉
市
に
属
す
る
安
芸
灘
の
架
橋
島

に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
。
し
か
し
、
じ
つ

は
と
び
し
ま
海
道
の
終
着
地
は
大
崎
下
島
と

無
人
島
を
介
し
て
つ
な
が
る
今
治
市
の
岡
村

島
で
あ
る
。
同
市
関せ

き

前ぜ
ん

支
所
の
担
当
者
や
同

島
の
住
民
に
よ
る
と
、
平
成
二
二
年
の
指
定

解
除
か
ら
、
人
口
が
半
減
し
て
い
る
と
い
う
。

架
橋
後
、
航
路
の
減
便
な
ど
が
な
さ
れ
経
済

圏
が
呉
へ
移
り
、
通
勤
や
通
院
、
買
い
物
な

ど
で
安
芸
灘
大
橋
を
利
用
す
る
住
民
が
増
え

て
い
る
が
、
自
治
体
が
異
な
る
（
呉
市
で
は
な

い
）
た
め
通
行
支
援
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
。

こ
の
ほ
か
、
車
の
運
転
が
で
き
な
い
人
の
移

動
も
課
題
に
な
っ
て
お
り
、
本
土
行
き
の
路

線
バ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
は
隣
の
大
崎
下

島
ま
で
出
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
呉
市
の
よ
う

に
高
齢
者
の
乗
車
賃
低
廉
化
措
置
も
な
い
。

呉
市
の
四
島
も
岡
村
島
も
常
時
交
通
の
確

保
に
対
す
る
評
価
は
総
じ
て
高
い
が
、
そ
れ


